
ジャマイカ旅行記 

 

「成田へ」 

 

 千歳空港から飛び立った飛行機のシートでうとうとしていると成田国際空港

の到着アナウンスが流れた。 

その頃になると僕の頭の中にこびりついていた仕事のあれやこれやは、北海道

の４月の残り雪が春の日差しで溶けるように、頭の中からスーッと消えて行く

のを感じていた。 

 今日から、待ちに待ったゴールデンウィークの２週間のバカンスが始まった

のだ。 

成田発アトランタ行きのデルタ航空機は満席で、周りを見渡すと乗客の半分く

らいは日本人だった。 

僕の席は最後尾の窓側５５Hで、座ってみるとなぜか普通のシートより間隔が広

くてゆったりとしている。 

僕の隣には韓国帰りのアーミーだという若いアメリカ人が座っていて「このシ

ートは他よりも広くて、ここに座れてラッキーだ」と言う。 

 彼に英語で話しかけてみると、何とか意志の疎通は出来るから、英会話学校

に１年間通ったのも無駄ではなかったようでとても嬉しい。 

 彼は「お腹が空いているので、早く機内食が出ないかな」と言う。 

朝、ソウルを出発し、昼に成田空港でこの飛行機に乗り換えたのだけれど、成

田空港のレストラン街は値段が高いので、お昼ご飯を食べていないのだそうだ。 

 アトランタ到着までに機内食が２回出たけれど、ずっと座ったままなので僕

はお腹が空かないし、お世辞にも美味いとはいえない代物なのでとても全部は

食べられない。 

失礼かなとは思ったけれど、彼に「僕が食べきれないパンやサラダを食べるか

い」と聞いてみたら、コーラを飲みながら、「食べる」と手を出した。 

アメリカ人はコーラが好きだと聞いたことがあるけれど、彼は食事の時もコー

ラを飲み、アトランタに着く迄の１２時間位の間にコーラを５～６本も飲んで

いた。 

 

「マイアミ」 

 

 飛行機はアトランタ空港に１時間少々遅れて着陸した。  

その上、到着ロビーは混み合っていて、凄い行列の入国審査を通過し、荷物を

受け取って税関を通過した時には、僕らが乗り継ぎするマイアミ行きの便の出

発時刻を既に過ぎていた。 

 デルタ航空のカウンターへ行き、「到着が遅れたので乗り継ぎできなかった」

とチケットを見せると、次のマイアミ行きの便を手配してくれたが、「マイア

ミからジャマイカへ行く便は今日はもう無いので、明日の朝の便を予約する。」

と言う。 

一瞬、今夜はマイアミの空港で一夜を明かすのかと思ったが、「ホテルを手配



する」とこともなげに言う。 

仕方がないし、多少ならお金を払ってでもホテルへ泊まった方が、空港で一夜

を過ごすよりはましかなと思ったのだが、一応、「ホテル代はどうするんだ」

と言ってみたら、「こちらで支払うので問題ない。」と軽く言われてしまった。 

さすがはアメリカと言おうか、こういうことは良くあることらしい。 

 そんな訳で飛行機の便が変更になり、今日はとりあえずマイアミまで行って、

一泊して、明日の朝の便でジャマイカへ行くことになった。 

 ジャマイカは治安があまり良くないと聞いているので、夜遅く着くよりも昼

に着いた方が良いかもしれないし、アメリカは通過するだけの予定だったのが、

ただでマイアミに一泊できるならラッキーかもしれない。  

 マイアミ空港に到着し、預けた荷物を受け取ろうとターンテーブルの前でず

っと待っていても、荷物が出てこない。 

そのうち、到着ロビーにはお客が誰もいなくなり、ターンテーブルも止まって

しまった。 

係員に荷物が無いと言うと、奥の方へ探しに行き、しばらくして持ってきてく

れた。 

荷物に付いていた行き先のタグが、今日中に到着するはずだったモンティゴベ

イ行きになっていたので、奥の方で保管していたようで、ここで出てこなかっ

たのだそうだ。 

  空港から、これがアメ車！という感じのゆったりとしたふかふかの皮シート

のポンティアック（多分？）タクシーに乗り、デルタ航空が予約してくれたホ

テルに向かった。 

 着いたホテルは空港から近く、一見ビジネスホテル風だったが 、部屋に入っ

てみるとバスタブも付いたそれなりのグレードのホテルだった。 

 ほっとして、時計を見るともう夜１１時をすぎている。 

シャワーを浴びてベッドに入ると、もう真夜中近いというのに、ホテルの上空

を飛行機が１０分おき位に離着陸音を轟かせ飛んでいる音が聞こえる。 

さすがはアメリカだなあと感心をし、これから暫くの間は糊の利いた白いシー

ツで寝ることは無いなぁなどと思いながら、寝酒に飲んだ水割りの酔いと旅の

疲れで眠りについた。 

 

「ジャマイカ」 

 

 風邪を引きそうなくらいにエアコンの利いた飛行機からタラップを降りると、

モワッとした空気が押し寄せ汗がどっと噴き出してきて、寒くて着ていたジャ

ンパーを脱いだ。 

 金網で囲まれたモンティゴベイ空港からワゴン車のタクシーに乗り、マリー

ナへ向かった。 

 小綺麗なレストランやプチホテルの並ぶ海岸沿いの道を通り、狭い道に人と

車がひしめき合うダウンタウンを通り抜け、港に沿って人気のない町外れの鉄

条網で囲まれた道をしばらく行くと、海岸沿いにヨットのマストが立っている

のが見えてきた。 

 タクシーが鉄の門の前で止まると、門の横の小屋からガードマンのような制



服の男がでてきて、運転手と二言三言話をして扉を開けてくれた。 

タクシーがその中に入っていくと、やはり鉄条網で囲まれたマリーナがあった。 

 大きな木が茂る庭の向こうに、椰子の葉で屋根を葺いた白くて立派なクラブ

ハウスがあった。 

入り口横の事務室にいた女性に、シーガル号がどこに係留してあるのか尋ねる

と、クラブハウスの奥の方を指さした。 

そこから中を覗くとクラブハウスの奥にテラスと芝生があり、その向こうに桟

橋が見え、大きなクルーザーやヨットが係留してある。 

桟橋の一番向こう端に、高々と日の丸を掲げたシーガル号が見えた。 

 

「ダウンタウンへ」 

 

このマリーナに着いた日、野村艇長は「町は治安が悪く、ガス代が上がるので

暴動が起きるかもしれない。でもこのマリーナの中なら安全だ。」と言った。 

僕たちもここに来る途中、パトカーが自動小銃を窓から突き出し道路を走って

いるのを見た。 

確かに鉄条網で囲まれたこのマリーナの中で暮らしていると平和そのものだし、

買い物をするところもないので、お金を使うのは昼食の時くらいである。 

ある日、ダウンタウンへ行って買い物をしてみようということになった。 

マリーナの前の木陰には、何時も一台の古ぼけたタクシーが止まっていて、中

でアブドラザブッチャーの様な大男の黒人運転手が昼寝をしながら客待ちして

いた。 

彼の名は「リンボ」といい、自分のことをグッドドライバーだと言う。 

  この雲助のタクシーと値段の交渉をし、２時間ほどチャーターしてダウンタ

ウン見物に出かけた。 

初めに行ったところは、クラフトセンターという土産物屋がたくさん並んだと

ころだった。 

車が止まると、３～４人の女性が出てきて自分の店を見てくれと客引きをする。 

 覗いてみると土産物のシャツや木彫りなどで商品はどこも同じ様なものだっ

たが、奥まったところにある一軒の店には日本語で「この店はしつこく客引き

をしない良い店です」と書いた紙が掲げてあった。 

僕はストローハットを置いてある店で日除けに帽子を一つ１５＄で買った。 

 

 町の中は、裸足で歩いている人や道ばたに座り込んでいる人などで雑然とし

ていて、車の中から眺めている分には良いが、とても日本人が町をぶらぶら眺

めながら買い物に歩けるような雰囲気ではない。 

 

 スーパーマーケットに買い物に行ったが、ここも鉄条網で囲まれていた。 

タクシーは入口まで付けてくれたので、帰りまでそこで待っていてもらうこと

にした。 

店内には商品がそれなりにあり値段も安いので、お土産にするコーヒーのパッ

クやペッパーソース（タバスコ）とケチャップを沢山買い込んだ。 

ここはブルーマウンテンの有名な産地だし、タバスコは僕好みであまり辛くな



く、そのうえケチャップはフルーツの甘みがあって、日本では珍しいし、値段

も安かった。 

買ってしまってから、帰りの荷物の中でこの瓶が割れたらどうしようかと多少

の不安が頭をよぎったが、それ以上深く考えないことにした。 

 

「デイクルーズ」 

 

 シーガル号でクルージングしようということになり、１０マイルほど離れた、

モスキートベイという場所を目指し出航した。 

この湾は幅１００ｍ、奥行き４～５００ｍ位の深く切れ込んだ細長い入江にな

っている。 

入江の奥にアンカーリングし、誰もいない海を泳いだ。 

マングローブが生えている小さな砂浜まで泳いでいって、落ちていたマングロ

ーブの実を砂に埋めた。 

入り江の中は海水が濁っているので、テンダー（ゴムボート）で外海に面した

ところまで行きシュノーケリングをした。 

ここは外海からの波が少しあったが海水の透明度も高く、珊瑚礁とその周りを

泳いでいる魚が綺麗だった。 

僕は波間を漂い、時間を忘れるくらいいつまでも飽きずに眺めていた。 

 

「オレンジジュース」 

 

 僕たちが毎日飲んでいるオレンジジュースは、黒人の若い男がプラスチック

の瓶に絞り立て（多分？）を詰めて毎日のように売りに来る。 

山の中の農家にはオレンジなど果物の木が沢山あるそうで、そこで絞ったのを

仕入れてくるらしい。 

このマリーナのゲストバースには外国からのヨットが数隻入っているが、近く

にお店はないので結構売れている。 

 野村艇長は、彼のことを「ご用聞き」とか、果物を売りに来るので「フルー

ター」とか呼んで、いろいろな果物を持ってきてもらったり、パンや米などの

食料も彼に頼んで買ってきてもらっていた。 

 彼は頼まれて買ってきた品物を黒いビニール袋から出して桟橋の板の上に並

べ、レシートを見せて説明してから、買い物の金額の１０％の手数料を要求す

る。 

ここからダウンタウンのスーパーまで買い物に行くと、タクシー代だけで往復

３０ドル（us）くらいかかるので、彼に手数料を払って買ってきてもらっても割

安なのだ。 

 スーパーで買い物を入れるビニール袋は真っ黒で、日本のゴミ袋と全く同じ

だ。 

 

「ブレッドフルーツ」 

 

 ある日、みんなで食べ物の話をしていている時、僕は野村艇長に「パンの実」



を食べたことがあるか聞いてみた。 

１７世紀頃の大航海時代の話を読むと「パンの実」を食べた話が出てくるのを

思いだして、どんなモノなのか僕もぜひ一度食べてみたいと前から思っていた

のだ。 

 野村艇長は、「ああ、ブレッドフルーツか。その辺の木に生ってるよ。そん

なものが食べたいのなら直ぐ食べさせてやるよ。」と言う。 

「フルーター」にブレッドフルーツはあるかと聞いてみたら、翌日早速持って

きた。 

直径２０センチくらいの濃い緑色をした丸い玉で、緑いパイナップルの皮のぶ

つぶつを小さくして丸くした感じだった。 

野村艇長は、早速皮をむき、縦に８つに割って、鍋で茹で始めた。 

実は薄い黄色で、茹で上がりを食べてみると、なんと、固めのサツマイモのよ

うだ。 

 これは木の実なのだが澱粉質が沢山含まれているらしい。 

それを更にスライスし、油で揚げた。 

塩を振って食べると、サツマイモのポテトフライそのもの。 

不思議な食べ物である。 

 これを食べてみて、戦艦バウンティー号がこの木をタヒチまで取りに行った

のが納得できるような気がした。 

ブレッドフルーツのフライは、ビールのつまみにとっても合うので、みんなで

ビールを飲みながらわいわい話している間に、あっという間に食べてしまった。 

 

「ケンジュース」 

 

「フルーター」に色々話を聞いてみると、この島ではサトウキビを栽培してい

て製糖工場もあるとのこと。 

以前、シンガポールに旅行に行ったとき、街角でサトウキビを絞ったジュース

を売っている露天があったことを思い出し、「サトウキビのジュースはあるか」

と聞いてみた。 

彼は一瞬怪訝な顔をしたが、次の日「ケンジュースだ」と言って、少し白く濁

った液体が入ったボトルを持ってきた。 

コップにあけて飲んでみると、ただ甘いだけの砂糖水そのものだった。 

 

「ビールの空き瓶」 

 

 暑いからのどが渇き、水分補給はオレンジジュースかビールである。 

 マリーナのバーにはハイネケンなどのビールもあるが、ここでいつも飲んで

いたのはジャマイカ産のビール「レッドストライプ」である。 

地元のビールはその土地の気候にあった味で、暖かいところのビールはあっさ

りした味でのどが渇いた時にとても旨い。 

 バーやレストランで注文すると３５０ｃｃ位の小振りの瓶だけ持ってきて、

コップは注文しないと出てこない。 

瓶から直接飲むのが正しい飲み方？で、これはジュースと同じ感覚だ。 



 シーガル号でもビールの消費量は多く、このビールをケースで買ってアイス

ボックスに入れてある。 

当然毎日空き瓶がごろごろ出るが、それは桟橋に置いておくといつの間にか無

くなっている。 

この桟橋で働いている子供たちが、空き瓶を集めてお金に換えているのだそう

だ。 

そんな話を聞いていたら、僕も子供の頃は「廃品回収」をしていたことを思い

出した。 

 

「サンシャインホテル」 

 

 マリーナの隣にサンシャインホテルというリゾートホテルがあるので、そこ

へ行ってみる事になった。 

ホテルのビーチは、日帰り料金を払って入るとフリードリンクで食事もバイキ

ングの食べ放題になっていて、カヌーやシュノーケリングの道具も貸してくれ

る。 

僕たちは、ヤシの木の日陰にあるデッキチェアで、ビールやラムオレンジを飲

みながら、ビーチにいる人々を眺めてた。 

「こんなところに日本人は居ないよね」などと話をしていたら日本人の若いカ

ップルがこちらを見ながら嫌そうな顔をして通り過ぎていった。 

暑くなると、海に入って身体を冷やし、シャワーを浴びる。そうして、１０時

から４時までを過ごした。 

 

「テンダーで遊ぶ」 

 

 退屈しのぎにテンダー（ゴムボート）でヨットクラブの反対の方にあるビー

チへ遊びに行った。 

マリーナにいれば目の前は海なのだが、水は濁っていてとても泳げるような所

ではない。港を出たところの、岬の反対側にはホテルのビーチもあるので、そ

の辺まで行けば泳げるような水のきれいなところがありそうかなと行ってみる

ことにした。 

 岬を回って岸の方に近づくと、珊瑚礁があって水深が浅くなっている。 

ボートが通れそうな水路を探しながら岸の方へ進んだ。 

砂浜にボートを引き上げて、潜ってみたが水深が浅いし余りきれいではない。 

白と黒の棘の大きなウニが沢山いたので捕って、ヨットに持って帰って割って

みたが、残念ながら実は入っていなかった。 

砂浜からの帰りに、港のマリーナがある反対側に「ピア１」という桟橋があり、

その上にバーがあるのを見つけた。 

夜になってから僕がみんなを誘って、テンダーでそのバーに行ってみた。 

海の匂いが臭かったり、ゴキブリがいたりして、みんなの評判はさんざんだっ

た。 

                            

 



 

「モンティゴベイ」 

 

  ジャマイカのモンティゴベイでの９日間は、毎日退屈しない程度に何かをし

て、暑くなったら水浴びをして、木陰でビールを飲んで時間をつぶすという、

本当にバカンスの毎日だった。 

 朝日が昇ってくると、気温はどんどん上昇し直ぐに３０度を越してしまい、

ヨットの中も暑くなってくる。 

そうなると、もうのんびりと寝ていられないので、僕は寝床になっている狭い

バースから起き出す。 

 ヨットを係留してある桟橋に水道の蛇口があり、ホースから水を出して歯を

磨き顔を洗い、ついでに頭から水浴びをして汗を流しすっきりする。 

 この島はブルーマウンテンという高い山があるため、水質が良く、水道の水

がそのまま飲めるのが信じられなくて、とても嬉しい。 

 朝食は、トーストにオレンジジュースが定番で、その日により、ベーコンエ

ッグやパイナップル・マンゴー・バナナなどの果物を食べる。 

遅い朝食を食べ終わる頃、外気温は３５度位まで上がり、じっとしていても汗

が吹き出てくる。 

ここにはクーラーなど無いが、水で体を濡らすと涼しくて気持ちがいいし、濡

れた頭はそのままにしておいても直ぐ乾く。 

 僕が一番気に入った場所は、マリーナのテラスだった。 

日陰で風の通りそうなところに座り、レッドストライプという名のジャマイカ

のビールをボトルから飲みながら、マリーナを眺めている。 

なにも考える事はなく、ただここの景色を何となく見ているだけで十分に満足

できた。 

  お昼になれば、みんながここに集まってきてランチを食べ、また水浴びをし

て昼寝する。 

 ３時頃になると西の空から雲が出来て、少し涼しい風が吹き、パラパラと雨

が降り出し、ほんの少しばかりスコールの気分を味わえる。 

 暗くなると、ヨットのデッキで少し遅めの夕食になり、食後に僕はラム酒を

オレンジジュースで割った「ラムオレンジ」を飲みながら、みんなで今日の出

来事などを語り合う。 

 夜になると、湾の向こうのビーチから、レゲエの音樂が聞こえてくる。 

ある夜、音がだんだんと大きくなってきたと思ったら、はしけのような平らな

船に電飾して、バンドが乗り男女がデッキで踊りながら港の中を流していた。 

 夜の９時頃になるとなにもすることがなくなってきて、退屈してバースで横

になっているうちに、いつの間にか寝てしまう。 

 ここでそんな生活をして２～３日も経つと、物事にこだわらなくなってきた。 

そんな毎日が僕のカリブ海のバカンスだった。 


